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本論文は実海域における船舶の性能の推定と評価について論じたものであり，全体を 5 章で構成している o



























第 5 章は結論であり，本研究の結果と将来の課題が記されている o
論文審査の結果の要旨
本論文の結果は船舶の長期間にわたって性能を保証する新しい道を拓くもので以下の成果をあげている。
1 )実海域における船舶性能について確率論を用いて理論的に推定する手法を導いている。
2 )実海域における船舶性能について理論推定値と航海実績値とを比較し両者が良く一致していることを確認し
ている。
3) 確率密度関数によって表現された実海域における船舶性能を評価する方法を明らかにしている o
4) 主機馬力に対するシーマージンの持つ意味を船速の立場から明らかにしている。
5) 船体応答の長期予測法の問題点について検討を行い，実海域における船舶性能との関係を示している D
以上のように本論文は工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認め
る。
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